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使徒の働き 1:-28: 

使徒行伝を学んでいます。クレネ人という人がいろいろ出てきますね。クレネ人とは
何者だろうということで見てみました。 

クレネ人は、キレネ人、キュレネ人、地中海に面したアフリカの北の都市です。エジ
プトの隣、アレキサンドリアの並んでいる隣ということですね。その地域でキプロスの
南の方地中海に面している大きい都市だそうです。エジプトのアレキサンドリアと並ぶ
都市で、ユダヤ人が多い町だったということです。 

クレネ人が最初に出てくるのが、使徒行伝で見ていた時に気になったのが、アンテオ
ケの教会の始まる時に、キプロス人とかクレネ人という人が活躍するのですよね。エル
サレムから来て、それで、あれこの人は誰だろうみたいなことで見ていました。最初に
クレネ人が出てくるのが、イエスの十字架を負わせられたクレネ人シモンです。そこだ
け見るとなぜここでクレネ人シモンに十字架を負わせて、しかもマルコの福音書ではア
レクサンデルとかルポスの父とかいう子供の名前まで出ている。この人はなんだろう。
でも、そのストーリーの中では答えがないもので、これは何だろうでハテナ？がついて
終わるところです。わざわざ名前が書いてあるわけですから、みんなが知っている人と
いうことでもあるのでしょう。「この人ですよ」ということが言われているものだと思
うのですけど、それが使徒行伝の中に響いてくるということですね。 
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五旬節の時に、敬虔なユダヤ人がエルサレムに集まっていましたけども、その中にも
クレネ人がいます。エジプト人、クレネ人がいます。それとステパノと争ったエルサレ
ムに来ている他の国に住んでいたリベルテンの人たちというのが、ギリシャ語を話すユ
ダヤ人達というグループだと思うのですね。このクレネ人、アレキサンドリア人、キリ
キア、アジアの人というふうに出てきます。ここにもクレネ人が出てきます。アンテオ
ケの教会の始まりの時に活躍している感じですね。エルサレムから来るアンテオケの教
会に預言者、教師などが5人書かれている中に、ニゲルと呼ばれるシメオンと、クレネ
人ルキオと言うように、使徒の13章に書いてあります。このニゲルと呼ばれるシメオン
が、十字架を負わせられたクレネ人シモンじゃないかというように言われています。ニ
ゲルというのはニグロですね。アフリカ系の黒人なのでしょう。シメオンとシモンも同
じ名前です。これがクレネ人シモン。それで他にもクレネ人のルキオがいる。これがア
ンテオケの教会を始めた、十字架を負わせられたシモンが、ここで教会を始める大切な
人物になっているということのようです。 

ローマの手紙の最後の挨拶のところ16章21節に、同国人ルキオといってさっきのク
レネ人ルキオだと思われる人が出ていたり、16章13節には、主にあって選ばれたルポ
スが出ていたりします。ルポスのお母さんは、私のお母さんのようなものですから、よ
ろしくというようなことなのですけど、この「主にあって選ばれたルポス」が多分、こ
のクレネ人シモンの息子、ルポスの父のルポス。ルポスの母と言っているという事は、
クレネ人シモンの奥さんです。パウロがアンテオケにいた時にお世話になったというこ
とで、お母さんのようなものだと言っているのではないのかなということです。田舎か
ら来ていると書いてありますけど大都市なんですね。田舎というのは農地みたいな意味
もあるようです。その大きな町、ユダヤ人たちがたくさんいた町からエルサレムに来
て、エルサレムからアンテオケに行って、新しい教会を始めているアフリカの教会の大
きな働きは、この十字架を負わせられたクレネ人シモンから始まっているようなものな
のかなということです。
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